
議
員

本
年
六
月
二
十
九
日

に
市
民
待
望
の
海
水
浴
場
の

海
開
き
が
行
わ
れ
る
。
従
来

か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
等
の
利
用
者
も
含

め
、
ど
の
程
度
の
来
場
者
を

予
想
し
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

都
市
整
備
部
長

ビ
ー
チ
カ

ー
ニ
バ
ル
期
間
中
（
六
月
二

十
九
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
）

で
は
、
例
年
の
気
象
条
件
等

で
あ
れ
ば
従
来
の
来
場
者
が

約
一
〇
万
人
、
新
た
な
海
水

浴
関
係
の
来
場
者
が
二
万
人

と
見
込
ん
で
い
る
。

議
員

造
成
中
の
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
ド
周
辺
で
は
、
複
雑
な
海

流
が
あ
り
、
引
き
波
で
テ
ト

ラ
ポ
ッ
ト
の
隙
間
に
吸
い
込

ま
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。
市

は
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

テ
ト
ラ
ポ

ッ
ト
の
手
前
七
〇
�
ま
で
の

沖
合
に
幅
約
二
〇
〇
�
の
遊

泳
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
。
こ

の
遊
泳
ゾ
ー
ン
に
は
一
〇
�

か
ら
二
〇
�
お
き
に
ブ
イ
を

設
置
し
、
こ
れ
を
ロ
ー
プ
で

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
。
ま
た
、

陸
地
に
設
置
す
る
二
か
所
の

遊
泳
者
用
ス
ピ
ー
カ
ー
で
遊

泳
ゾ
ー
ン
を
出
な
い
よ
う
呼

び
か
け
る
が
、
万
一
気
付
か

な
い
場
合
に
は
監
視
を
行
っ

て
い
る
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が

出
動
し
、
安
全
地
帯
に
連
れ

戻
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

議
員

高
波
等
に
よ
る
遊
泳

禁
止
時
の
判
断
、
対
応
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

都
市
整
備
部
長

遊
泳
途
中

の
場
合
は
、
深
さ
、
潮
の
流

れ
お
よ
び
気
象
の
変
化
等
を

調
査
し
判
断
し
て
い
く
。
遊

泳
禁
止
と
判
断
し
た
場
合
に

は
浜
辺
に
赤
い
旗
を
立
て
る

と
と
も
に
ス
ピ
ー
カ
ー
で
、

遊
泳
者
に
引
き
揚
げ
る
よ
う

周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
ラ

イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
常
時
浜
辺

に
配
置
し
、
遊
泳
禁
止
を
周

知
す
る
考
え
で
あ
る
。
朝
の

開
設
時
も
同
様
の
措
置
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
海
岸
の
状
況
は

気
象
情
報
、
注
意
報
に
か
か

わ
ら
ず
、
現
場
で
の
状
況
判

断
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
海
水
浴
客
の
安
全
対

策
に
は
慎
重
を
期
し
て
い
き

た
い
。

議
員

ビ
ー
チ
パ
ー
ク
を
長

年
築
き
上
げ
活
動
し
て
き
た

ビ
ー
チ
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連

携
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

平
塚
海
岸

独
特
の
海
岸
文
化
や
に
ぎ
わ

い
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
今
ま
で
以
上
の
活

動
を
期
待
し
て
お
り
、
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員

今
定
例
会
で
は
、
新

港
北
側
に
整
備
し
た
約
四
三

〇
台
分
の
駐
車
場
の
使
用
料

を
定
め
る
条
例
案
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
考

え
に
基
づ
き
料
金
の
設
定
を

行
っ
た
の
か
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

多
様
な
ニ
ー
ズ

に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た

め
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
時
間

利
用
者
に
配
慮
し
た
夏
期
五

区
分
・
通
常
期
四
区
分
の
使

用
料
設
定
と
し
た
。

議
員

開
場
時
間
は
、
通
常

八
時
か
ら
一
八
時
、
六
月
か

ら
十
月
は
七
時
か
ら
二
〇
時

と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
で
は
、

現
状
の
二
四
時
間
利
用
者
が

い
る
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
と

思
う
が
、
設
定
の
根
拠
は
。

経
済
部
長

新
港
周
辺
で
は

車
の
不
法
投
棄
や
花
火
な
ど

深
夜
に
及
ぶ
騒
音
等
の
迷
惑

が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
地

元
関
係
者
と
の
協
議
で
も
夜

間
の
開
場
に
は
不
安
の
声
が

強
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を
検
討

し
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
員

有
料
駐
車
場
と
な
れ

ば
、
地
元
周
辺
道
路
へ
の
迷

惑
駐
車
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。防
止
対
策
を
伺
い
た
い
。

経
済
部
長

す
で
に
警
察
と

も
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
進

入
防
止
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ

ー
ン
の
設
置
等
を
考
え
て
い

る
。
そ
の
他
、
地
域
の
意
見

も
取
り
入
れ
効
果
的
な
防
止

策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

こ
の
駐
車
場
の
北
側

は
、
地
元
管
理
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
に
す
る
と
聞
く
が
、
管

理
体
制
を
伺
い
た
い
。

経
済
部
長

今
ま
で
の
釣
り

宿
遊
漁
客
が
多
数
駐
車
し
て

い
た
利
用
形
態
を
考
慮
し
、

有
料
駐
車
場
と
は
切
り
離
し

た
自
主
運
営
で
維
持
管
理
を

行
う
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
。

な
お
、
夜
間
の
利
用
制
限
等

良
好
な
管
理
体
制
に
向
け
現

在
関
係
者
と
調
整
中
で
あ
る
。

議
員

平
成
七
年
の
組
合
設

立
認
可
取
得
後
、
七
年
の
歳

月
を
か
け
五
領
ヶ
台
の
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成

し
、
計
画
人
口
三
〇
〇
〇
人

の
ま
ち
「
め
ぐ
み
が
丘
」
が

誕
生
し
た
が
、
現
在
の
分
譲

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

全
体
計
画

戸
数
一
〇
〇
〇
戸
の
内
、
個

人
所
有
の
宅
地
に
お
い
て
、

一
〇
数
戸
の
戸
建
て
建
築
が

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

四
三
件
の
建
築
確
認
申
請
が

出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
地
区
の
宅
地
の
七
〇
％
を

占
め
て
い
る
東
急
電
鉄
所
有

地
に
つ
い
て
は
、
経
済
状
況

を
踏
ま
え
、
段
階
的
に
分
譲

を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

議
員

当
初
計
画
に
あ
る
ハ

イ
テ
ク
関
連
研
究
施
設
の
誘

致
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

都
市
整
備
部
長

東
急
電
鉄

所
有
地
に
お
け
る
研
究
施
設

誘
致
は
、
社
会
経
済
情
勢
の

低
迷
が
長
期
化
す
る
中
で
、

大
変
苦
慮
し
て
い
る
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。
東
急
電
鉄

と
も
連
携
を
と
り
、
県
企
業

誘
致
促
進
協
議
会
を
通
じ
て
、

促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

め
ぐ
み
が
丘
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
は
、
五
領
ヶ
台

南
線
と
西
線
の
二
本
と
な
る

が
、
将
来
的
に
計
画
人
口
を

満
た
し
た
場
合
に
交
通
面
で

の
不
便
さ
が
生
じ
る
。
こ
の

区
域
の
発
展
性
や
交
通
ア
ク

セ
ス
の
観
点
か
ら
考
え
る
と

沿
線
の
小
田
原
厚
木
道
路
へ

接
続
す
る
必
要
性
が
高
い
と

思
う
が
、考
え
を
聞
き
た
い
。

道
路
部
長

小
田
原
厚
木
道

路
へ
の
接
続
は
、
旭
地
区
や

ば
ら
の
丘
地
域
の
交
通
利
便

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
湘

南
丘
陵
幹
線
へ
の
接
続
に
よ

る
一
層
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
道

路
管
理
者
の
日
本
道
路
公
団

で
は
、
幹
線
道
路
と
の
接
続

等
の
基
準
に
は
該
当
す
る
が
、

追
加
イ
ン
タ
ー
は
、
事
業
費

の
ほ
と
ん
ど
が
依
頼
者
側
の

負
担
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
新
イ
ン
タ
ー

の
設
置
は
厳
し
い
面
も
あ
る

が
、
広
域
的
観
点
か
ら
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い

て
の
過
去
の
議
会
答
弁
で
は
、

具
体
的
な
研
究
を
今
後
進
め

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
現
在
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
い
た
い
。

助
役

い
く
つ
か
の
金
融
機

関
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
担
当
部
門
か
ら

具
体
的
な
説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
近
隣
市
と
共
同
で
の

勉
強
会
や
講
演
会
も
開
催
し

た
。
さ
ら
に
、
昨
年
五
月
に

は
庁
内
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ

い
て
の
基
礎
的
な
研
究
会
等

を
開
催
し
、
県
が
行
っ
た
事

例
等
の
説
明
を
受
け
る
な
ど

研
究
を
進
め
て
い
る
。

議
員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導
入
に

は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
導
入
に
対
し

て
意
思
決
定
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

助
役

こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
で
は
、
国
庫
補
助
、
起
債

等
の
財
政
上
の
制
限
が
あ
る

こ
と
や
固
定
資
産
税
等
の
課

税
の
問
題
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
減
価
償
却
期
間
と
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
の
期
間
に
差
が
生
じ

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
事
業
性
の
確
保
、
リ
ス
ク

の
分
担
等
に
も
難
し
い
点
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
も
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
手
法
等

の
考
え
方
、
方
針
、
手
順
等

を
判
断
す
る
シ
ス
テ
ム
を
ま

ず
作
り
、
そ
の
中
で
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、

そ
の
事
業
プ
ロ
セ
ス
、
実
施

方
針
の
策
定
方
法
を
示
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

待
望
の
海
水
浴
場
が
オ
ー
プ
ン

安
全
確
保
へ
市
の
対
策
を
問
う

業事備整地内堤入馬

議
員

平
成
十
四
年
度
は
、

国
の
公
共
事
業
予
算
の
削
減

が
あ
っ
た
が
、
現
在
進
め
て

い
る
馬
入
堤
内
地
整
備
事
業

で
の
ア
リ
ー
ナ
整
備
で
は
、

事
業
総
額
約
四
一
億
円
の
内
、

約
一
〇
億
円
が
国
庫
補
助
金

で
あ
る
。
こ
の
補
助
金
へ
の

影
響
は
な
い
の
か
。

助
役

国
か
ら
各
県
に
割
り

振
ら
れ
る
全
体
の
補
助
金
が

圧
縮
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事

業
に
対
す
る
十
四
年
度
の
補

助
金
は
当
初
約
四
億
円
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
内
定
の
通

知
で
は
一
億
五
〇
〇
万
円
と

な
っ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、

二
か
年
継
続
事
業
で
は
国
の

補
助
金
確
保
の
見
込
み
が
立

た
な
く
な
っ
た
の
で
、
国
と

の
折
衝
等
の
段
階
で
、
工
期

を
延
長
し
、
二
か
年
継
続
事

業
を
三
か
年
と
し
て
予
定
し

た
補
助
金
の
満
額
獲
得
に
努

力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

事
業
を
延
長
す
れ
ば

当
初
見
込
ん
だ
補
助
金
が
受

け
ら
れ
る
の
か
。

助
役
・
み
ど
り
公
園
課
長

三
か
年
に
延
ば
す
こ
と
で
補

助
金
額
が
特
に
突
出
し
た
事

業
で
は
な
く
な
る
の
で
、
国

の
配
分
枠
が
平
準
化
さ
れ
、

か
な
り
可
能
性
が
高
く
な
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
十

四
年
度
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
内
定
の
通
知
は
も
ら
っ
て

い
る
が
、
確
定
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。
正
式
な
補
助

金
申
請
は
六
月
末
な
の
で
、

事
業
を
三
か
年
と
し
補
助
金

の
予
定
額
確
保
に
努
め
た
い
。

五
領
ヶ
台

特
定
土
地

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

道
路
ア
ク
セ
ス
充
実
を

近
年
、
食
品
の
安
全
に
関

し
て
は
、
Ｏ－

１
５
７
、
Ｂ

Ｓ
Ｅ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
環

境
ホ
ル
モ
ン
、
遺
伝
子
組
み

換
え
食
品
な
ど
、
新
し
い
問

題
が
続
発
し
て
い
る
。
さ
ら

に
は
様
々
な
食
品
の
偽
装
事

件
が
相
次
ぐ
中
、
消
費
者
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
食
品

の
安
全
性
や
表
示
に
大
き
な

不
信
と
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

現
在
、
政
府
や
国
会
の
場

で
、
食
品
の
安
全
に
か
か
わ

る
包
括
的
法
律
の
制
定
や
、

新
し
い
行
政
組
織
設
置
の
検

討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
十

分
な
議
論
を
行
い
、
食
の
循

環
に
対
す
る
循
環
型
社
会
の

構
築
に
、
実
効
性
の
あ
る
法

律
及
び
組
織
に
す
る
と
と
も

に
、
食
品
衛
生
法
の
改
正
と

運
用
強
化
に
よ
り
、
国
民
の

健
康
や
食
品
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
が
、
生
産
者
と
消

費
者
の
相
互
信
頼
に
欠
か
せ

な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
に
お
い

て
は
、
国
民
の
健
康
と
食
品

の
安
全
性
を
確
保
す
る
事
を

目
的
と
し
た
、
新
し
い
法
律

を
早
期
に
制
定
し
、
生
産
振

興
か
ら
独
立
し
た
食
品
安
全

行
政
組
織
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
厳
し
い
行
政
監
視
体
制

を
整
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
食
品
衛
生
法
を
抜
本
改

正
し
、
そ
の
運
用
強
化
を
図

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
四
年
六
月
二
十
四
日

平

塚

市

議

会

国国
民民
のの
健健
康康
とと
食食
のの
安安
全全
性性
をを
確確
保保
すす
るる

たた
めめ
のの
法法
整整
備備
なな
どど
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

新
港
駐
車
場
を
整
備

料
金
設
定
や
管
理
体
制
聞
く

第 ��� 号ひらつか議会だより

区
画
整
理
が
完
了

め
ぐ
み
が
丘
の
分
譲
状
況
尋
ね
る

公
共
事
業
へ
の
民
間
資
本
導
入

住宅建設が進むめぐみが丘

平成��年（２００２年）�月�日

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
課
題
は

補助金確保めざし

事業期間を延長

（�）
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